
“自社アプリ”作成 DXワークショップ お問い合わせNo.：S143294
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株式会社船井総合研究所 〒104-0028 東京都中央区八重洲二丁目2番1号 東京ミッドタウン八重洲 八重洲セントラルタワー35階

当社ホームページからお申込みいただけます。(船井総研ホームページhttps://www.funaisoken.co.jp)右上検索マークから「お問い合わせNo.」をご入力下さい

  

143294

AIで自社アプリを
2時間で作成

作成したアプリは

持ち帰って検証可能

自社業務/事業の

アプリ化アイディア
も整理できる

 ただのプロダクト紹介ではなく、操作体験しながら経営判断したい

 すでにツールを導入しているが、活用が限定的/プラングイン連携でコストがかさむので

リプレイスを検討したい

 脱Excelで、現場でも使える業務アプリをつくってみたい

 自社の顧客向けアプリ（モバイルオーダー等）の構築にも挑戦したい

 既にZoho導入済みでさらなる活用を推進したい

モバイルオーダーや顧客向けサービスなど、

事業に直結するアプリもAIと会話するように（バイブコーディング）

自社開発できる時代になりました。

本ワークショップでは、その第一歩として「案件進捗管理アプリ作成」を例に、

AI×ノーコードを活用した現場でも使える業務アプリを、

Zoho Creatorを用いてその場で構築。

自社に応用できる具体的な方法と、DX推進・内製化のポイントもあわせてお伝えします。

check こんな方におすすめ！

経営者様の

ご参加も大歓迎!!



開催日時

銀行振込み：開催日6日前まで クレジットカード：開催日4日前まで ※祝日や連休により変動する場合もございます

seminar271@funaisoken.co.jp  

会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

一般価格 会員価格税抜20,000円（税込22,000円）／一名様 税抜16,000円（税込17,600円）／一名様受講料

13:00～17:00 （受付開始：開始時間30分前～）

船井総研グループ 東京本社 サステナグローススクエア TOKYO

2026年7月30日（木）

右記QRコードまたは、https://www.funaisoken.co.jp/seminar/143294 からお申込みください

諸事情により、やむを得ず会場を変更する場合がございますので、会場はマイページにてご確認ください。
また最少催行人数に満たない場合、中止させていただくことがございます。尚、中止の際、交通費の払戻し手数料等のお支払いはいたしかねますので、ご了承ください。

※よくあるご質問は「船井総研 FAQ」と検索しご確認ください。※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

E-mail TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）

申込期日

申込方法

お問い合わせ

船井総研セミナー事務局

当日のプログラム

第１講座
株式会社船井総合研究所

Zohoコンサルティング部

マネージング・ディレクター

橋本 吉弘

なぜ今、“自社でアプリを作る力”が必要なのか
AIやノーコードの進化により、専門知識がなくても現場で
アプリを作れる時代になりました。

バイブコーディングのように直感的に業務を形にできる手法
も広がり、改善スピードは大きく変わっています。

本講座では、外注に頼らず“自社で作る力”を持つ企業がなぜ
成長するのか、その背景と本質を解説します。

第2講座
株式会社船井総合研究所

SaaSエンジニアリング
ユニット

マネージャー

秋田 諭希

ハンズオンでチャレンジ！案件進捗管理アプリ作成

本ワークショップではZohoCreatorを用いて、案件進捗管
理を例としながら、業務アプリの基本構造（入力・管理・見え
る化）を実際に構築します。

特定業務に依存せず、自社業務に応用できる“アプリの型”を
体験的に習得できます。

第３講座
株式会社船井総合研究所

カスタマーサクセスユニット

マネージャー

倉並 愛

実行につなげる！自社業務アプリ化イメージ設計

単なる業務効率化にとどまらず、どの業務・どのプロセス・
事業をデジタル化すべきかを整理し、自社に合ったアプリ化
の方向性を具体的に描くことができます。

アプリ化できるアイディアを整理し、実現に向けた簡易ロード
マップを作成します。

第４講座 株式会社船井総合研究所

執行役員

清尾 修

本日のまとめ ～内製化によって“経営と事業のスピード”はどう変わるのか？～

必要な仕組みを自社で素早く作れるようになることで、
情報の把握から意思決定までのスピードは劇的に変わります。

本講座では、業務改善にとどまらず、事業そのものを加速
させる“スピード経営”の具体像と、その実現方法を解説します。

開催概要

ワーク １

ワーク ２
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